
広
報
さ
の
　
■
令
和
４
年
11
月
号

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

■
編
集
　
佐
野
市
広
報
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

  佐野市キャッチコピー佐野市キャッチコピー

P６  生活情報 Information

P19  各種相談ガイド 

■今月の注目情報

P５  １１月は ねんきん月間です

P４  寄付のお礼と寄付者のご紹介

　　 「佐野市水と緑と万葉のまちづくり基金」にご寄付を

　　 ありがとうございました
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先
月
、
本
県
に
と
っ
て
42
年
ぶ
り
と
な
る
、
第
77
回
国
民
体
育
大
会
「
い

ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
と
第
22
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご

一
会
と
ち
ぎ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
選
手
・
関
係
者
の

皆
さ
ま
は
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
本
市
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
全
種
別
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
男
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
障
害
の

部
）
の
試
合
が
開
催
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
私
も
何
度
も
足

を
運
び
試
合
も
た
く
さ
ん
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子
１
回
戦
で
栃
木
県
代
表
が
兵
庫
県
代
表
に
大
逆
転
ト

ラ
イ
を
決
め
て
勝
利
し
た
と
き
の
興
奮
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
や
は

り
ス
ポ
ー
ツ
の
人
を
惹
き
つ
け
る
力
と
い
う
も
の
は
と
て
つ
も
な
い
力
が

あ
る
と
、
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
か
ら
初
め
て
開
催
さ
れ
た
国
体
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
の
集
ま
る
大
き
な
大
会
、
そ
し
て

海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、
好
機
を
逃
さ
ず
に
進
め
ら
れ
る
準
備
や
現
時
点
で
で
き
る
各

国
大
使
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
は
す
で
に
始
め
て
お
り
ま
す
。
本

市
に
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
佐
野
市
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
が
あ
り
ま
す
。
先
月
も

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
で
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｃ

男
子
Ｔ
20
ク
リ
ケ
ッ
ト
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
東
ア
ジ
ア
予
選
」
が
開
催
さ
れ
、

東
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
選
手
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ク
リ

ケ
ッ
ト
は
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
海
外
と
の
経
済
交

流
の
懸
け
橋
と
な
る
も
の
で
す
。
海
外
と
の
往
来
が
本
格
的
に
再
開
し
た
際

に
は
、
本
市
の
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
達
と
協
力
し
、
地
域
経
済
の
発
展

に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
今
冬
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
同
時
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

か
ら
２
０
０
年
ぐ
ら
い
前
、

江
戸
時
代
の
終
わ
り
の
お
話

で
す
。
そ
の
こ
ろ
佐
野
は
約
半
分
が
彦

根
藩
の
領
地
で
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
が

治
め
て
い
ま
し
た
。
直
弼
殿
様
が
日
光
・

東
照
宮
を
お
参
り
し
た
帰
り
道
、
佐
野

の
検
分
の
た
め
出
流
原
の
名
主
の
神
山

家
に
お
泊
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
次
の

朝
雨
戸
を
開
け
る
と
、
昨
夜
も
て
な
し

を
受
け
た
茶
室
の
前
の
庭
に
朝
の
光
が

差
し
、
朝
日
に
照
ら
さ
れ
満
開
に
咲
い

た
見
事
な
椿
の
大
木
が
目
に
入
り
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
眺
め
て
い
た
直
弼
殿
様

は

「『
日
の
出
椿
』
と
呼
ん
で
は
ど
う
か

な
」。
そ
の
言
葉
に
当
主
の
神
山
吉
助
は

『
日
の
出
椿
』
と
名
付
け
大
切
に
育
て
ま

し
た
。
（
作

・
北
岡
豊
子
さ
ん
・
片
柳

展
代
さ
ん　

「
よ
み
が
え
っ
た

『
日
の
出

椿
』」
よ
り
）

　

出
流
原
町
の
民
家
に
あ
っ
た
大
老
井

伊
直
弼
が
命
名
し
た
と
い
わ
れ
る
樹
齢

５
～
６
０
０
年
の
椿
は
、
昭
和
48
年
に

市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

平
成
30
年
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

片
柳
さ
ん
は
地
元
の
有
志
と
地
域
の

文
化
遺
産
継
承
の
た
め
「「
日
の
出
椿
」

二
世
を
育
て
る
会
」
を
立
ち
上
げ
「
日

の
出
椿
」
の
挿
し
木
２
株
を
出
流
原
小

今回の表紙　「いちご一会とちぎ国体が開催」令和４年１０月１０日撮影

　佐野市では、ラグビーフットボール全種別とバレーボール成年男子の試合が開催

されました。大会期間中は、選手による熱い戦いが連日繰り広げられました。

金
子　

裕

金
子　

裕

よ
み
が
え
っ
た
「
日
の
出
椿
」

 片柳 展
のぶ

代
よ

 さん
（出流原町）

○プロフィール

（公財）佐野市民文化振興事業団評

議員／佐野市文化財保護審議会委

員／佐野ルネッサンス鋳金展実行委

員会委員／元足利家庭裁判所調停

委員（最高裁判所長官表彰・藍綬褒

章受章）　

今

学
校
へ
移
植
し
ま
し
た
。
ま
た
「
佐
野

ふ
る
さ
と
民
話
の
会
」
の
北
岡
豊
子
さ

ん
と
一
緒
に
「
日
の
出
椿
」
の
民
話
を

作
成
し
ま
し
た
。
「
日
の
出
椿
」
の
名

付
け
の
由
来
、
佐
野
の
歴
史
、
枯
れ
て

し
ま
っ
た
椿
が
地
域
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
よ
み
が
え
っ
た
い
き
さ
つ
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
お
話
は
出
流

原
小
学
校
の
６
年
生
が
紙
芝
居
に
し
て

毎
年
３
月
に
１
年
生
に
読
み
聞
か
せ
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

片
柳
さ
ん
は
「
今
回
の
こ
の
取
り
組

み
が
、
後
世
に
文
化
財
を
残
そ
う
と
す

る
一
つ
の
見
本
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し

た
。
命
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
だ
「
日
の

出
椿
二
世
」
は
移
植
後
２
本
そ
ろ
っ
て

か
わ
い
い
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
人
た
ち
や
、

出
流
原
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
美
し
い
花
を
咲
か
せ
続
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　

  
　

（
市
民
記
者　

中
里
聖
子
）

▲読み聞かせをする

出流原小学校の６年生

市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
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２６回佐野市国際交流フェスティバルが、１０月１６日 (日)、郷土博物館駐車場を会場に開催さ

れました。同イベントは、通常は隔年開催されているものですが、近年は新型コロナウイルスなど

の影響により中止が続いていたところ、今回６年ぶりに開催となりました。

　当日は、エイサーやフラダンス、パラグアイの歌と踊りなど、一日を通して多彩なステージが披露され

ました。また、ベトナムやペルー、スリランカなど、世界各国の料理や雑貨も出店され、参加者はさまざ

まな国の文化を楽しんでいました。

同イベントの主催者である市国際

交流協会の蘒原進会長は「６年ぶ

りに開催できて大変嬉しい。この

イベントを通して、外国人と日本

人の相互理解が進み、お互いの交

流が活発になることを期待してい

ます」と喜びを語ってくれました。

予
期
し
な
い
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
を

テ
ン
ズ
ケ
と
い
う

　「
一
概
に
」
と
い
う
共
通
語
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
く
ち
に
、

ひ
っ
く
る
め
て
と
い
う
意
味
で
「
一
概
に
黒
だ
と
も
白
だ
と
も
い
え

な
い
」
の
よ
う
に
い
い
ま
す
。〟

一
概
に
〟
は
、
文
末
に
「
～
で
な
い
」

と
い
う
打
ち
消
し
の
語
を
伴
う
の
が
普
通
で
す
。〟

一
概
に
〟
は
訛
っ

て
、
イ
チ
ゲ
ニ
と
い
い
ま
す
が
、
意
味
は
共
通
語
と
全
く
同
じ
で
「
う

そ
を
つ
く
こ
と
は
イ
チ
ゲ
ニ
悪
い
と
は
い
え
な
い
」
の
よ
う
に
、
文

末
に
打
ち
消
し
の
語
を
伴
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
じ
イ
チ
ゲ
ニ
で
も
意
味
の
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
イ
チ
ゲ
ニ
は〟

物
や
動
物
〟
な
ど
が
少
し
間
を
お
い
て
、

あ
る
こ
と
が
い
っ
せ
い
に
（
一
度
に
）
起
こ
す
よ
う
な
様
子
を
い
い

ま
す
。
文
末
に
打
ち
消
し
の
語
を
伴
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
イ
チ
ゲ
ニ
は
ど
ん
な
場
面
で
使
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

「
奥
山
に
降
っ
た
豪
雨
が
流
れ
出
し
た
よ
う
だ
か
ら
、
コ
ン
ダ
（
今

度
は
）
田
ん
ぼ
や
畑
に
イ
チ
ゲ
ニ
流
れ
込
む
ダ
ン
ベ
」

　

と
こ
ろ
で
、
突
然
に
、
い
き
な
り
、
だ
し
ぬ
け
に
と
い
う
意
味
の

方
言
に
テ
ン
ズ
ケ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
イ
チ
ゲ
ニ
と
意
味
の
似
て

い
る
こ
と
ば
で
す
。
テ
ン
ズ
ケ
は〟

人
〟
が
、
な
ん
の
前
触
れ
も
な

く
（
予
測
す
る
間
も
な
く
）
突
然
に
起
こ
す
様
子
を
い
い
ま
す
。
テ

ン
ズ
ケ
と
い
う
方
言
は
昭
和
の
こ
ろ
ま
で
、
日
頃
よ
く
聞
か
れ
ま
し

た
が
、
今
で
は
聞
く
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
若
者
に
は
め
ず
ら
し
い

方
言
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

「
オ
ッ
ツ
ケ
（
将
来
）
な
ン
に
な
る
（
職
業
は
？
）
っ
て
、
テ
ン
ズ

ケ
聞
か
れ
て
も
よ
く
分
か
ン
ネ
よ
ね
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

※市のフェイスブックでも、

　市内のイベントなどの様子

　をお知らせしています。

　ぜひ、ご覧ください！

６年ぶりに国際交流フェスティバルが開催

第

ゼロカーボンシティさのキックオフイベント

月７日 (金)、市文化会館で「ゼロカーボンシティさの」キックオフ・イベントが開催されました。

国は２０５０年までに「温室効果ガス」の排出を全体としてゼ

ロにする「カーボン・ニュートラル」を目指すことを宣言しています。

このことを受け、脱炭素社会の実現に向け「２０５０年二酸化炭素排

出実質ゼロ」に取り組む「ゼロカーボンシティさの」を表明するキッ

クオフ・イベントを本市が開催したもので、当日は記念講演やセミナー

などが行われました。「カーボン・ニュートラル」を達成するためには

市民・事業者・市が一丸となって取り組んでいかなければなりません。

皆さまのご協力をお願いします。

10
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寄付のお礼と寄付者のご紹介
　令和４年４月から９月までに、市にご寄付いただいた皆さまをご紹介します。

●寄付金

お名前 寄付の内容

日本興運株式会社（愛媛県四国中央市）　様 地方創生応援税制制度を活用した寄付

佐野中央ライオンズクラブ　様 社会福祉事業基金寄付金

株式会社フェドラ（宇都宮市）　様 須永文庫資料保存事業寄付金

在日本大韓民国民団栃木県本部（宇都宮市）　様 須永文庫資料保存事業寄付金

●物品

お名前 寄付の内容

公益社団法人佐野法人会（大和町）　様 マスクケース

国際ソロプチミスト佐野　様 生理用品

部落解放同盟佐野市協議会　様 エコバッグ

明治機械株式会社（東京都千代田区）　様 足踏み式消毒スタンド

遠藤榮（下彦間町）　様
ブラインドカーテン、スリッパ
書道作品用額および設置工事

池田キヨ（小中町）　様 額入り水彩画

田沼ライオンズクラブ　様 手指消毒一体型体温計

田沼ロータリークラブ　様
通用口電磁錠取付工事一式、非接触体温計、
冷風機、ダクト

佐野市エルピーガス販売協同組合　様 ＬＰガス警報器

公益財団法人日本舞台芸術振興会　様
東京バレエ団全国ツアー　ＨＯＰＥ ＪＡＰＡＮ 
２０２２ 佐野公演無料招待券

株式会社永楽屋（若松町）　様 絵本『にこにこブンブンこどもクリニック』

安田隆 （群馬県桐生市）　様 染色用伊勢型紙他

小太刀研自（埼玉県三郷市）　様 関東大震災他新聞綴

磯田守（大橋町）　様 戦争関係資料

田村四郎（赤見町）　様 義人田中翁像

水原猛（埼玉県嵐山町）　様 葛生石灰岩地域産微小化石コレクション一式

「佐野市水と緑と万葉のまちづくり基金」にご寄付をありがとうございました
　市では「佐野市水と緑と万葉のまちづくり寄附条例」により、佐野市を愛する皆さまからの寄付を

もとにまちづくりを進めています。

　令和４年４月から９月までにいただいた寄付金は、合計２１，８１２件、２６０，２５７，８２４円に

なりました。多大なるご寄付をありがとうございます。寄付の内訳は次のとおりです。

寄付金の指定先 件数 寄付金額

自然環境との調和を図る事業 ５，７７１件 ６６，５２６，０００円

未来のまちづくりを担うこどもを育む事業 ７，５７４件 ８８，８６９，０００円

観光およびスポーツを活用した地域の活性化を図る事業 ８４７件 １０，７６５，０００円

産業および文化の振興により地域の活性化を図る事業 ５９０件 ７，４４９，０００円

佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業 ４４８件 ５，３８２，０００円

定住を促進する事業 １８０件 ２，８４９，０００円

その他まちづくりに関する事業 ６，４４７件 ７８，４１７，８２４円

※一度に複数の事業を選択できるため、寄付の実績と事業別の寄付件数の合計は異なります

※寄付をいただいた方で公表を希望された方の氏名については、市ホームページにて公表さ

せていただきます

■問合せ＝政策調整課 ☎（２０）３０００
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この機会に年金加入状況の確認をしてみませんか？この機会に年金加入状況の確認をしてみませんか？  

　私たちの人生には、自分の家族の加齢、障がい、死亡など、さまざまな要因で自立した生活が困難にな

るリスクがあります。こうした生活上のリスクは、予測することができないため、個人だけで備えるには

限界があります。そこで、これらに備えるための仕組みが、公的年金制度です。公的年金制度は、あらか

じめ保険料を納めることで、必要なときに給付を受けることができる社会保険です。

●年金保険料を納めないまま放置すると・・・　

　年金を受け取れない場合があります。老齢年金だけでなく、障害年金や遺族年金にも一定の納付要件が

あります。

●国民年金保険料を納付するのが難しい場合は・・・　

　申請により、保険料の納付が免除または猶予される場合があります。納付が難しい場合は、そのままに

せず、ご相談ください。

　相談希望日の１カ月前から電話で受け付け（氏名、基礎年金番号、電話番号、相談内容が必要です）。

▲

相談時間帯＝月曜日（休日明け初日）：午前８時３０分～午後６時

火曜～金曜日：午前８時３０分～午後４時／第２土曜日：午前９時３０分～午後３時

▲

予約先＝☎０５７０（０５）４８９０（ナビダイヤル）／☎０２８２（２２）４６９７（栃木年金事務所）

■問合せ＝医療保険課年金係 ☎（２０）３０１９  

年金事務所での相談には、予約が必要です年金事務所での相談には、予約が必要です

ご存じですか？　意外と知らない年金のことご存じですか？　意外と知らない年金のこと

～暮らしをサポート！　３つの基礎年金～～暮らしをサポート！　３つの基礎年金～
※受給には要件があります

障害基礎年金障害基礎年金

　病気やケガなどで、障が

い者になった際に本人が受

け取れます。

今の“まさか”に今の“まさか”に

老齢基礎年金老齢基礎年金
老後の“安心”に老後の“安心”に

　年をとったら、本人が受

け取れます。

遺族基礎年金遺族基礎年金
将来の“まさか”に将来の“まさか”に

　一家の働き手が死亡した

際に、家族や子どもが受け

取れます。

▲日本年金機構

ホームページねんきん太郎
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝市医師会事務局 ☎（２２）０３２４

肥満改善と体重管理が大切です！

①普段の食事に気を付けましょう

・食事はよく噛んでゆっくり食べる。

・単品料理よりも野菜の多い定食を選ぶ。

・間食や、糖分を含む飲み物はなるべく控える。

②定期的に体を動かしましょう

・外出するときは、階段の利用や早歩きをする。

・ながら体操（テレビを見ながらストレッチなど）をする。

・有酸素運動（ウォーキング、サイクリング）と筋トレ（腹筋、スクワット）を組み合わせる。

問問合せ　申申込み

●新型コロナウイルスに関する相談窓口　☎０５７０（０５２）０９２

　熱などの症状のある方の受診、ワクチン接種に関すること

　（２４時間、土曜・日曜・祝日を含む）

▲

日時＝１１月１９日（土）午後２時～４時３０分　

▲

会場＝田沼中央公民館大ホール（２階） 　

▲

演題＝「糖尿病と上手に付き合うためのコツ」 　

▲

定員＝２４０人　

▲

講師＝薄井勲さん（獨協医科大学教授、糖尿病センター センター長）

≪医師による無料相談会※講演会終了後に開催≫

▲

相談医＝綿引三重子さん（綿引クリニック）、齋藤正弘さん（齋藤内科医院）

１１月は「糖尿病予防・重症化防止強化月間」です！１１月は「糖尿病予防・重症化防止強化月間」です！

≪健康イベント開催のご案内！≫

　糖尿病は自覚症状がほとんどなく、健診で見つかることが多い病気です。糖尿病を治療しないで

放置しておくと、網膜・腎臓・神経などの細い血管や脳・心臓などの太い血管が動脈硬化を起こし、

さまざまな合併症の危険が高まります。

糖尿病を予防するためには？糖尿病を予防するためには？

　健康イベントに参加して、自分の健康を維持する方法を探して

みませんか？

▲

日時＝１１月１３日（日）午前１０時～午後３時

▲

会場＝イオンモール佐野新都市セントラルコート（１階） 

▲

内容＝相談・体験コーナー :看護師、栄養士、歯科衛生士による相談など

健康チェックコーナー :体組成計測定（体脂肪や筋肉量など、１８歳以上）、握力測定、

簡易Ｈ
ヘモグロビンエイワンシー

ｂＡ１ｃ検査（過去１～３カ月の平均的血糖値、４０歳以上、先着８０人）

①健康まつり

②糖尿病重症化予防講演会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝健康増進課 ☎（２４）５７７０

申し込み
申し込み
不要！不要！参加無料！

参加無料！

定期的に健診を受診しましょう！

　糖尿病は早期発見・早期治療が大切です。年に 1度は健康診査や健康診断を受けましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝健康増進課 ☎（２４）５７７０
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

●聴覚障がいなどのある方のための新型コロナウイルスに関する相談窓口

　【平日】FAX０２８（６２３）３７５９（午前８時３０分～午後８時）

　【夜間・休日】FAX０２８（６２３）２５２７

かかりつけ医・歯科医を持ちましょうかかりつけ医・歯科医を持ちましょう

　かかりつけ医は、日頃の自分の健康状態、病

歴などを把握しており、総合的な健康管理が可

能です。そのため、ちょっとした体調の変化に

気付き、病気の早期発見・早期治療につながり

ます。

　「いざ病気になったら、どこの医療機関にかか

ればいいのかしら？」

　いざというときに慌てないように、かかりつ

け医を持つと安心です。

　新型コロナウイルス感染の懸念から、いつど

この医療機関を受診したらよいのか迷うことも

あると思います。かかりつけ医なら、受診につ

いて相談に乗ってくれたり、症状によっては診

察や検査が可能な医療機関や専門医を紹介して

くれます。判断に困ったときは、まずはかかり

つけ医に相談しましょう。

かかりつけ医が決まっていれば…

　特定健診やがん検診、歯科検診や予防接種などを活用することで、かかりつけ医、かか

りつけ歯科医を見付けるきっかけにもなります。まずは、お近くの医療機関を探してみま

しょう。身近な医療機関を探すには、とちぎ医療情報ネットを活用することも一つの方法

です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝健康増進課 ☎（２４）５７７０

かかりつけ医について かかりつけ歯科医について

　かかりつけ歯科医は、日頃のあなたの口の

中の状況、生活習慣、病歴などを把握しており、

ちょっとした変化に気付き、病気の早期発見・

早期治療につながります。

　「一生自分の歯で過ごしたい！」

　かかりつけ歯科医がきっとお役に立ちます。

　口内の健康管理は、毎日の歯磨きなどのセ

ルフケアと、かかりつけ歯科医による定期的

なチェックを合わせて行うことが重要です。

口内の健康を長期的に維持すれば、ずっとお

いしく食事ができ、生活の質を保つことがで

きます。かかりつけ歯科医と一緒に取り組み

ましょう。

かかりつけ歯科医が決まっていれば…

かかりつけ医・歯科医を見つけるには？ 

かかりつけ医には

こんなメリットがあります

かかりつけ歯科医には

こんなメリットがあります
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静
の
ア
ー
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
作
品

展
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
！

▼
展
示
期
間
＝
令
和
５
年
３
月
１

日
（水）
～
31
日

（金）
※
展
示
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
行
い
ま
す

▼
費
用
＝
無
料

※
申
込
書
は
生
涯
学
習
課
（
市
役

所
３
階
）
、
各
公
民
館
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可申
12
月
28
日

（水）
ま
で
に
申
込
書
に

作
品
デ
ー
タ
を
添
え
て
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
同
課
☎

（２０）
３
１
０
９

s
-
g
a
k
u
s
y
u
@
c
i
t
y
.
s
a
n
o
.

lg.jp

国
際
交
流
協
会
設
立
30
周
年
記

念
作
品
（
絵
画
・
作
文
）
募
集

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
※
１
人
１
点
の
み
。
未

発
表
作
品
に
限
る

▼
タ
イ
ト
ル
＝
国
際
交
流
や
国
際

理
解
に
関
す
る
こ
と
な
ら
自
由

●
絵
画
部
門

▼
対
象
＝
小
学
生
、
中
学
生

▼
応
募
規
格
＝
（
小
学
生
）
八
つ

切
り
画
用
紙
程
度
、
（
中
学
生
）

四
つ
切
り
画
用
紙
程
度

問問合せ　申申込み

●外国人のための新型コロナウイルス相談ホットライン

　（Coronavirus Hotline for Tochigi Foreign Residents）

　☎０２８（６７８）８２８２（２４ｈｏｕｒｓ）

さ
の
合
同
就
職
面
接
会

参
加
者
募
集

▼
日
時
＝
11
月
11
日

（金）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後

１
時
～
３
時
）　

▼
会
場
＝
勤
労

者
会
館　

▼
対
象
＝
一
般
求
職

者
・
大
学
等
新
卒
者

▼
参
加
企
業
＝
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

※
参
加
希
望
者
は
、
な
る
べ
く
事

前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
野
で
紹
介

状
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

（
当
日
参
加
可
）

問
産
業
政
策
課
☎

（２０）
３
０
４
０

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

健
康
保
険
証
や
お
薬
手
帳
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

植
上
町
１
６
７
７

☎
（２４）
３
３
３
７

▼
診
療
時
間
＝

●
休
日
歯
科
診
療
所

大
橋
町
２
１
８
２

☎
（２４）
７
５
７
５

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
・
祝
休
日
の
み
）

か
か
り
つ
け
薬
局
を

持
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
薬
局
は
、
あ
な

た
自
身
が
利
用
し
た
い
と
決
め
た

薬
局
で
す
。
な
じ
み
の
薬
剤
師
が

い
る
薬
局
を
一
つ
決
め
て
お
く
こ

と
で
、
薬
や
健
康
食
品
な
ど
の
情

報
を
ま
と
め
て
把
握
し
、
薬
に
よ

る
治
療
を
安
全
で
効
果
的
な
も
の

に
し
ま
す
。

問
安
足
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
生
活

衛
生
課
☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
７

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

▼
対
象
＝
①
骨
髄
な
ど
の
提
供
日

に
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
市
税

の
滞
納
が
な
く
、
他
の
市
町
村
な

ど
か
ら
の
奨
励
金
に
準
ず
る
も
の

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、

（公財）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
を
通
し
て
、

骨
髄
や
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
を

完
了
し
、
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類

の
交
付
を
受
け
た
方

② 

①
が
勤
務
す
る
国
内
の
事
業

所
（
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
）

▼
奨
励
金
額
＝
①
通
院
な
ど
に
要

し
た
日
数
×
２
万
円
（
上
限
７
日
）

② 

①
が
通
院
な
ど
に
要
し
た
日

数
×
１
万
円
（
上
限
７
日
）

▼
申
請
期
限
＝
提
供
が
完
了
し
た

日
か
ら
１
年
以
内

問
健
康
増
進
課
☎

（２４）
５
７
７
０

健
康
福
祉

診療日 診療時間 診療科目

休日

（日・祝）

午前９時～午後４時３０分

（正午～午後１時３０分を除く）

内科

小児科

外科

午後７時３０分～

午後１０時３０分

内科

小児科

平日夜間

（月～土）

午後７時３０分～

午後１０時３０分

内科

小児科

募

集

●
作
文
部
門

▼
対
象
＝
高
校
生
、
大
学
生
、
一

般▼
応
募
規
格
＝
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
３
枚
（
１
２
０
０
文
字
）

程
度
※
デ
ー
タ
提
出
可

▼
表
彰
＝
各
部
門
と
も
、
会
長
賞
、

市
長
賞
、
議
長
賞
、
教
育
長
賞
各

１
人
、
入
選
若
干
名
を
選
定
し
、

表
彰
し
ま
す
。
※
表
彰
式
有
り

申
11
月
30
日

（水）
ま
で
に
市
国
際
交

流
協
会
☎

（２４）
４
４
４
７

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
委
員
・

介
護
保
険
事
業
推
進
委
員
募
集

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
高
齢
者
福

祉
な
ど
に
関
心
の
あ
る
40
歳
以
上

の
方

▼
任
期
＝
令
和
５
年
４
月
～
令
和

８
年
３
月
（
予
定
）

▼
定
員
＝
２
人
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考

※
申
し
込
み
書
は
介
護
保
険
課

（
市
役
所
１
階
）
、
田
沼
・
葛
生

行
政
セ
ン
タ
ー
で
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
申
し
込
み
時
に
作
文

あ
り

申
12
月
28
日

（水）
ま
で
に
同
課

☎
（２０）
３
０
２
２
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受
診
補
助
な
ど

※
詳
し
く
は
両
毛

メ
ー
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
両
毛
メ
ー
ト
☎

（８５）
７
２
６
０

う
ま
い
も
ん
祭
り

＆
野
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
＝
11
月
13
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
運
動
公
園
（
プ
ー
ル
、

ハ
ー
ト
フ
ル
保
険
フ
ィ
ー
ル
ド

（
第
２
多
目
的
球
技
場
））　

▼
内
容
＝
①
歌
、
ダ
ン
ス
、
太
鼓

②
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
③
セ
グ
ウ
ェ

イ
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
④
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

⑤
ア
ウ
ト
ド
ア
車
両
・
バ
イ
ク
サ

イ
ド
カ
ー
展
示
⑥
子
ど
も
縁
日

（
無
料
福
引
き
、
メ
ダ
カ
す
く
い

な
ど
）
⑦
子
ど
も
向
け
ス
ポ
ー
ツ

（
子
ど
も
運
動
教
室
、
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ル
フ
な
ど
）

問
同
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３

さ
の
ま
る
ポ
イ
ン
ト

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ラ
リ
ー

　

市
内
の
協
力
店
に
設
置
さ
れ
た

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
貯
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
で
グ
ッ
ズ
の
抽
選
な

ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
期
間
＝
11
月
１
日

（火）
～
令
和
５

年
２
月
28
日

（火）

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
を

使
用
し
ま
す
。
詳
し
く
は
サ
ノ

ミ
ラ
イ
ラ
ボ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

☎
（２５）
７
０
３
０

広
報
さ
の
９
月
号
の
訂
正
に

つ
い
て

　
広
報
さ
の
９
月
号
15
ペ
ー
ジ

「
９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
」
に

つ
い
て
、
内
容
の
一
部
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
「
料
理
後
の
油
は
ご
み
と
し

て
出
す
」

【
正
】
「
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油

は
、
ご
み
減
量
化
お
よ
び
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
の
た
め
、
市
内
12
カ
所

（
公
民
館
な
ど
）
で
回
収
し
て
い

ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て

お
出
し
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
※
回
収

拠
点
・
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
」

問
下
水
道
課
☎

（２３）
１
１
２
０

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動

　

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期

間
で
す
。
近
年
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
と

は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど

親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
の
暴

力
の
こ
と
で
す
。
暴
力
に
は
身
体

的
な
も
の
の
他
に
、
経
済
的
・
性

的
・
精
神
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

１
人
で
悩
ん
で
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
、
相
談
機
関
の
情
報
を
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。
女
性
の
主
な
相

談
窓
口
は
19
ペ
ー
ジ
の
各
種
相
談

ガ
イ
ド
参
照
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
緊
急
の
場
合

は
佐
野
警
察
署
☎

（２４）
０
１
１
０
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
ポ
ス
タ
ー
・
関
連
図
書
展
示

▼
期
間
＝
11
月
30
日

（水）
ま
で

▼
会
場
＝
佐
野
・
田
沼
図
書
館

問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

さ
の
会
員
募
集

▼
対
象
＝
市
内
店
舗
ま
た
は
事
業

所　

▼
認
定
条
件
＝
地
域
の
情
報

発
信
、
観
光
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
貸
し
出
し
、

休
憩
場
の
提
供
が
可
能
で
あ
る
こ

と▼
認
定
費
＝

２
千
円
（
初

年
度
の
み
） 

▼
年
会
費
＝
５
千
円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
観
光
推
進
課
☎

（２７）
３
０
１
１

両
毛
メ
ー
ト
会
員
募
集
中

▼
対
象
＝
佐
野
市
・
足
利
市
の

事
業
所
に
働
く
従
業
員
と
そ
の

事
業
主
（
事
業
所
単
位
で
２
人

以
上
）

▼
会
費
＝
①
一
般
会
員
（
従
業
員
・

事
業
主
）
月
額
５
０
０
円

②
特
別
会
員
（
親
睦
団
体
な
ど
の

会
員
）
月
額
６
０
０
円

※
入
会
金
５
０
０
円
（
令
和
５
年

３
月
ま
で
は
入
会
金
無
料
）

▼
事
業
内
容
＝
レ
ジ
ャ
ー
施
設
割

引
利
用
、
イ
ベ
ン
ト
、
趣
味
の
講

座
、
慶
弔
給
付
金
、
人
間
ド
ッ
ク

催

物

し

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、催し物などが中止や延期と

なる可能性があります。最新の情報は市ホームページをご覧いただく

か、担当部署にお問い合わせください。

▲まちの駅

ロゴマーク

お
知
ら
せ



ＫＯＵＨＯＵ ＳＡＮＯ
               Ｒ4.11

10

問問合せ　申申込み

催し物などが中止や延期となる可能性があります。

いただくか、担当部署にお問い合わせください。

令
和
５
年
度
市
奨
学
生
に
つ

い
て

▼
申
請
資
格
＝
次
の
①
～
⑤
を
全

て
満
た
す
方

①
申
請
の
日
に
、
保
護
者
が
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
１
年
以
上
記
録

さ
れ
て
い
る
方

②
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
く

高
等
専
門
学
校
（
第
４
・
５
学
年

部
分
に
限
る
）、
大
学
（
短
期
大

学
お
よ
び
専
修
学
校
の
専
門
課
程

を
含
む
。
大
学
院
除
く
）
に
在
学

ま
た
は
入
学
し
よ
う
と
す
る
方

③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
方

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
方
（
保
護
者
と
市

内
在
住
者
各
１
人
）

⑤
こ
の
奨
学
金
以
外
の
奨
学
金
の

貸
与
ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
な

い
方

▼
募
集
人
数
＝
30
人
程
度

▼
貸
与
金
額
＝
月
額
５
万
円
以
内

（
１
万
円
単
位
で
選
択
可
）

▼
貸
与
期
間
＝
正
規
の
修
業
期
間

▼
返
還
方
法
＝
卒
業
後
最
初
の
10

月
か
ら
貸
与
期
間
の
４
倍
に
相
当

す
る
期
間
内

※
募
集
要
項
は
教
育

総
務
課
（
市
役
所
３

階
）、
田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
12
月
23
日

（金）
ま
で
に
直
接
同
課

☎
（２０）
３
１
０
６

就
学
援
助
費
の
入
学
前
支
給

　

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
に

限
り
、
入
学
前
の
３
月
に
支
給
を

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
で
、
令
和
５
年
度
に
市

内
の
公
立
小
・
中
学
校
お
よ
び
義

務
教
育
学
校
に
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者

▼
必
要
な
も
の
＝
世
帯
全
員
の
令

和
３
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
も

の
、
通
帳
、
印
か
ん

申
12
月
９
日

（金）
ま
で
に
直
接
学
校

教
育
課
☎

（２０）
３
１
０
７

確
認
し
ま
し
ょ
う
最
低
賃
金

　

栃
木
県
最
低
賃
金
が
令
和
４

年
10
月
１
日
か
ら
１
時
間
９
１
３

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
最

低
賃
金
は
、
特
定
の
産
業
を
除
い

た
栃
木
県
の
区
域
内
の
事
業
場
で

働
く
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
を
含
む
全
て
の
労
働
者
と
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
８
（
６
３
４
）
９
１
０
９

市道通行止めのお知らせ

　都市計画道路３･ ４･ ３号赤見馬門線（県道佐野

古河線）道路事業施行に伴い、車両・歩行者の安

全を確保するため、工業団地西交差点の南東部の

市道が右図のとおり車両通行止めとなりますので、

お知らせします。
▲

通行止め開始日時＝１２月１日（木）正午から

※一時的ではなく恒久的に通行止めを実施します

※歩行者は引き続き通行可能です

■問合せ＝安足土木事務所 整備部整備第二課 ☎０２８４（４２）５５８９ 

道路河川課 ☎（２０）３１０２  

×× 代
替
道
路

北

工業団地西交差点

佐野
警察署

車両
通行禁止
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

最新の情報は市ホームページをご覧

令
和
５
年
佐
野
市
二
十
歳
の

つ
ど
い
（
旧
成
人
式
）

　

令
和
５
年
１
月
８
日

（日）
に
開
催

さ
れ
る
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
対
象

者
に
、
案
内
の
は
が
き
を
12
月
上

旬
ご
ろ
お
送
り
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
14
年
４
月
２
日
～

平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、
令
和
４
年
10
月
１
日
時
点
で

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方

※
市
内
に
住
民
票
が
な
い
方
で
出

席
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月

30
日

（水）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
同
課
☎

（２０）
３
１
０
９

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
空
き
家
相
談
会

▼
日
時
＝
11
月
15
日

（火）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
正
午
～
午
後
１
時

除
く
）　

▼
会
場
＝
702
会
議
室
（
市
役
所
７

階
）

※
１
人
30
分
程
度
、
要
予
約

申
建
築
住
宅
課
☎

（２０）
３
１
０
３

成
年
後
見
制
度

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
、

知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど

で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の

権
利
を
守
り
、
安
心
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
に
支
援
す
る
人
（
成

年
後
見
人
な
ど
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、

法
的
に
支
援
す
る
制
度
の
こ
と
で

す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
２
種
類

に
分
か
れ
ま
す
。

　

制
度
の
申
し
立
て
を
す
る
場
所

は
宇
都
宮
家
庭
裁
判
所
足
利
支
部

（
足
利
市
丸
山
町
６
２
１
）
で
す
。

●
法
定
後
見
制
度

　

す
で
に
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
方
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。「
補

助
」
「
保
佐
」
「
後
見
」
の
３
類
型

に
分
か
れ
て
お
り
、
判
断
能
力
の

程
度
な
ど
、
本
人
の
状
態
に
よ
っ

て
い
ず
れ
か
の
類
型
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

●
任
意
後
見
制
度

　

本
人
の
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち

に
将
来
判
断
能
力
が
十
分
で
な
く

な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、
あ
ら
か

じ
め
自
ら
選
ん
だ
任
意
後
見
人
と

自
分
の
生
活
の
こ
と
や
財
産
管
理

に
関
す
る
事
務
な
ど
に
つ
い
て
代

理
権
を
与
え
る
契
約
（
任
意
後
見

契
約
）
を
結
ん
で
お
く
制
度
で
す
。

問
（
高
齢
者
の
方
）

い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１
、
FAX 

（２１）
３
２
５
４

（
知
的
障
が
い
な
ど
の
方
）

障
が
い
福
祉
課

☎
（２０）
３
０
２
５
、
FAX 

（２４）
２
７
０
８

マイナンバーカード出張申請受け付けを行います

日　程日　程 時　間時　間 会　場

１１月１１日（金）
午前１０時～１１時４５分 飛駒支所（飛駒町１５７６－２）

午後２時３０分～４時 赤見支所（赤見町３０８２）

１１月１６日（水）
午前１０時～１１時４５分 野上支所（白岩町４８６－１）

午後２時３０分～４時 常盤地区公民館（仙波町１６７）

１１月２２日（火）
午前１０時～１１時４５分 新合支所（閑馬町３６１－１）

午後２時３０分～４時 氷室地区公民館（水木町８４６）

■問合せ＝市民課（マイナンバーカード専用） ☎（８５）７０５６  

▲

対象＝マイナンバーカードを申請していない方

▲

持参するもの＝本人確認書類２点（運転免許証、健康保険証など）、個人番号カード交付申請書（お

持ちの方のみ）、通知カード（お持ちの方のみ）、住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

※詳しくはお問い合わせください
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問問合せ　申申込み

催し物などが中止や延期となる可能性があります。

いただくか、担当部署にお問い合わせください。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
が
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
る
大
き
な
一
歩

と
な
り
ま
す
。
虐
待
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
連
絡
を
し
た
方
や
、
そ
の

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

▼
連
絡
先
＝
児
童
相
談
所
虐
待
対

応
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
（
24
時
間
通

話
料
無
料
）
、
県
南
児
童
相
談
所

☎
０
２
８
２

（２４）
６
１
２
１
、
家
庭

児
童
相
談
課
☎

（２０）
３
０
０
２

問
同
課
☎

（２０）
３
０
０
２

狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に

　

11
月
１
日

（火）
～
令
和
５
年
３
月

15
日

（水）
は
「
狩
猟
期
間
」
で
す
。

　

狩
猟
者
自
身
が
絶
対
に
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る

こ
と
が
第
一
で
す
が
、
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
で
山
林
に
入
る
方
、
農
林

業
な
ど
に
従
事
さ
れ
る
方
も
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
注
意
点

①
オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
の
明
る
い
色

の
目
立
つ
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
※
白
い
帽
子
、
白
い
タ
オ
ル

な
ど
は
、
シ
カ
に
間
違
え
ら
れ
る

色
で
す

②
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

③
銃
声
が
聞
こ
え
た
ら
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
林
道
な
ど
に
複
数
の
車
両
が
止

ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
近
く
で
狩

猟
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
わ
な
」
設
置
の
看
板
（
標
札
）

な
ど
が
あ
る
場
所
へ
は
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
農
山
村
振
興
課
☎

（６１）
１
１
６
３

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー

ト
ナ
ー
お
よ
び
愛
称
の
決
定

　

企
業
な
ど
に
よ
る
広
告
の
機
会

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
市
有
施

設
の
運
営
・
維
持
管
理
に
充
て

る
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー

ト
ナ
ー
お
よ
び
愛
称
の
募
集
を
行

い
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▼
施
設
名
＝
運
動
公
園
第
１
多
目

的
球
技
場　

▼
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
＝
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
ー
ム

株
式
会
社

▼
愛
称
＝
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
ー

ム
フ
ィ
ー
ル
ド

問
財
産
活
用
課
☎

（２０）
３
０
５
０

「地域アプローチ」による

　　　　少子化対策に関する調査研究事業を進めています

■問合せ＝総合戦略推進室 ☎（２０）３０１２  

　地域アプローチによる少子化対策とは、「思春期、進学・就職期、出会い、

結婚・出産、子育て」といったライフステージごとの課題を明らかにし、

それぞれの課題に応じた少子化対策を市役所全体で検討していくものです。

　市では、内閣官房が行う研究事業のモデル自治体として採択されたこと

から、効果的な少子化対策を推進するため、若手職員で組織するプロジェ

クトチームを結成しました。これまで８回にわたるワークショップを開催

し、市ならではの少子化の要因や課題に対し、オーダーメイド型で解決する対策の調査と研究を進め

てきました。９月２８日（水）には、中間報告会として、これまでの進捗状況の報告、各種統計や調査

から得られたデータをもとに検討した新規事業案や既存事業の見直しについて、金子市長をはじめ各

部長に対し発表を行いました。今後プロジェクトチームでは、事業案を精査し、更に本市に適した少

子化対策となるよう検討を進めていきます。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

最新の情報は市ホームページをご覧

令和３年度健全化判断比率などの公表

■問合せ＝財政課 ☎（２０）３００３

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「財政健全化法」

という）」により、令和３年度決算における健全化判断比率などについ

てお知らせします。

　本市の指標は、いずれも国が定める基準以下です。本市の財政状況は、財政健全化法では健全段

階にあり、同法に基づく財政健全化計画および財政再生計画の策定は不要となります。

１　健全化判断比率の状況

特別会計の名称 水道事業会計 下水道事業会計

令和３年度 資金不足額なし 資金不足額なし

経営健全化基準 ２０.０％ ２０.０％

健全化判断比率 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

令和３年度 実質赤字額なし 連結実質赤字額なし １.８％ 将来負担額なし

早期健全化基準 １１.８６％ １６.８６％ ２５.０％ ３５０.０％

財政再生基準 ２０.００％ ３０.００％ ３５.０％

２　資金不足比率の状況
　各公営企業会計は、資金不足がないため財政健全化法に基づく経営健全化計画の策定は不要とな

ります。

偽
通
販
サ
イ
ト
に
注
意

　

百
貨
店
閉
店
セ
ー
ル
で
高
級
ブ

ラ
ン
ド
品
が
80
～
90
％
オ
フ
と
い

う
広
告
を
見
て
通
販
サ
イ
ト
に
注

文
し
た
が
、
商
品
が
ニ
セ
モ
ノ

だ
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま

す
。

　

注
文
後
に
偽
通
販
サ
イ
ト
だ
と

気
付
い
た
ら
、
代
金
を
支
払
う
前

に
キ
ャ
ン
セ
ル
や
受
け
取
り
拒
否

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

商
品
を
受
け
取
り
、
代
金
を
支

払
っ
た
後
の
返
金
は
困
難
で
す
。

正
規
サ
イ
ト
か
確
認
し
て
か
ら
契

約
し
ま
し
ょ
う
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報

伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報
伝
達

訓
練
と
し
て
、
市
内
２
４
８
カ
所

に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線

か
ら
放
送
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
16
日

（水）
午
前
11
時

▼
放
送
内
容
＝
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
×
３
回

問
危
機
管
理
課
☎

（２０）
３
０
５
６

▲用語などの詳しい

解説はこちら

栃 木 消 毒
害虫駆除ならお任せ  技術（技）に自信あり！　

まずは見積もりから 安心プライスで施行致します。
ネズミ・ゴキブリ・シロアリ・ダニ・ハチ・コウモリ等害虫のことなら
何でもご相談ください
※害虫を予防する「環境」についてのご相談も承ります

害虫駆除なら害虫駆除なら 栃木消毒 検索

☎0282-62-5679　090-1816-2266☎0282-62-5679　090-1816-2266

「㈱防除プロジェクト」の
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問問合せ　申申込み

催し物などが中止や延期となる可能性があります。

いただくか、担当部署にお問い合わせください。

ストップ・滞納 ～税金は納期内に納めましょう～

　税金は、市民の皆さんが安心で豊かな社会生活をしていくための大切な財源です。市では、税金を

納期内に納めていただいている多くの方との公平性を保つために、納付できるのに納付しない方や他

の返済を優先し税を滞納している方については、早期に滞納整理を行っていきます。

■問合せ＝収納課 ☎（２０）３０１０  

【納税相談】市税などを納期限内に納めることが困難な方からの相談を受け付けています。

【納税催告】納期限を過ぎても納付や相談がない方へ、催告書などの送付、電話催告、自宅訪問または

勤務先訪問を行います。

【財産調査】滞納されている方の財産調査（官公署、金融機関、保険会社など）

を行います。また、勤務先に対して給与の照会も行います。

【差押処分】滞納されている方の財産（不動産、預貯金、生命保険、給与、自

動車など）の差し押さえを行います。差し押さえ後も納付にならない場合は、

差し押さえ財産の公売・取り立てを行い市税に充当します。

納期内納付にご協力をお願いします！

▲差し押さえの様子

さ
い
。
都
市
整
備
課
（
市
役
所
５

階
）、
田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
、
各
図
書
館
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
同
課
☎

（２０）
３
１
０
１

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ

い
て

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
救

急
車
や
見
守
り
を
行
う
支
援
者
を

呼
ぶ
と
き
な
ど
に
備
え
、
か
か
り

つ
け
医
や
飲
ん
で
い
る
薬
、
病
気

な
ど
本
人
の
医
療
情
報
を
保
管
し

て
お
く
も
の
で
す
。
お
持
ち
の
方

は
、
①
必
ず
冷
蔵
庫
で
管
理
す
る

こ
と
②
医
療
情
報
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
随
時
訂
正
す
る
こ
と
③
災

害
時
に
は
避
難
所
に
持
参
す
る
こ

と
の
３
点
を
守
っ
て
「
も
し
も
」

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

え
び
す
講
の
中
止

　

11
月
19
日

（土）
・
20
日

（日）
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
え
び
す
講

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
を
中

止
し
ま
す
。

問
久
保
町
町
会
☎

（２４）
５
６
６
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
は
お
済
み
で
す
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
を
し
、
交
付
通
知
書
（
白
い

は
が
き
）
が
届
い
た
ら
、
本
人
が

通
知
書
に
記
載
の
あ
る
交
付
場
所

で
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
数
年
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
、
受
け
取
り
を

し
て
い
な
い
方
は
、
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
専
用
）
☎

（８５）
７
０
５
６

田
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

☎
（６１）
１
１
２
４

葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー

☎
（８６）
４
７
１
３

本
市
の
標
準
価
格
に
つ
い
て

　

７
月
１
日
時
点
の
地
価
調
査
価

格
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
価
調

査
は
、
栃
木
県
知
事
が
判
定
し
公

表
す
る
も
の
で
、
毎
年
７
月
１
日

時
点
の
基
準
地
の
適
正
な
価
格

（
１
㎡
当
た
り
）
で
、
皆
さ
ん
に

土
地
の
正
常
な
価
格
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
土
地
取
引
の
目
安
に
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
基
準
地

お
よ
び
標
準
価
格
に

つ
い
て
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
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移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

を
設
置

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
「toto

」

の
助
成
金
を
受
け
、
花
・
花
薬
局

さ
の
体
育
館
（
運
動
公
園
市
民
体

育
館
）
の
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
を
新
調
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
９

同
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
い
方
講
座

▼
日
時
＝
11
月
17
日

（木）
午
前
９
時

30
分
～
11
時
45
分
、
午
後
１
時
～

３
時
15
分
、
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分
の
う
ち
１
回

▼
会
場
＝
界
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
株
式
会
社
タ
カ
ラ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
員

※
総
務
省
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

最新の情報は市ホームページをご覧

　

秋の火災予防運動を実施します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝消防本部予防課 ☎（２３）９９１０

　１１月９日（水）から１５日（火）まで全国一斉に行われます。秋から冬にかけて暖房器具など火気を

取り扱う機会が増え、また空気が乾燥して１年を通して最も火災が起こりやすい時季となります。全

国的に電気器具や配線が原因とみられる火災が多く発生しています。以下についてよく確認しましょ

う。

住宅用火災警報器について

　

全ての住宅に、住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。設置する場所は、全ての寝室と、

寝室が２階以上にある場合には階段の踊り場です。設置後は、定期的な点検と１０年を目安に交換を

おすすめします。

①プラグがしっかり差し込まれているか　②プラグの隙間にホコリがたまっていないか

③タコ足配線で多くの電気を使用していないか　④電気機器からの異音や異臭がしないか　など

進
事
業
に
よ
る
専
門
講
師

▼
定
員
＝
各
回
先
着
８
人

▼
費
用
＝
無
料

申
電
話
に
て
株
式
会
社
タ
カ
ラ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
７
６

（５０）
１
２
８
５

問
情
報
政
策
課
☎

（２０）
３
０
２
６

輝
け
！　

男
塾

～
選
ば
れ
る
男
子
に
な
る
～

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
対
象
＝
主
に
18
歳
以
上
の
男
性

※
高
校
生
除
く
。
女
性
も
可

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人

●
第
２
回
「
男
を
磨
く
！　

掃
除
・
片
付
け
講
座
」

▼
日
時
＝
11
月
22
日

（火）
午
後
７
時

～
８
時

▼
講
師
＝
浦
野
清
美
さ
ん
（
株
式

会
社
マ
ル
ヤ
）

●
第
３
回
「
家
族
を
癒
す
マ
ッ

サ
ー
ジ
講
座
」

▼
日
時
＝
12
月
14
日

（水）
午
後
７
時

～
８
時

▼
講
師
＝
髙
橋
晴
美
さ
ん
（
よ
つ

ば
助
産
院
）

申
第
２
回
は
11
月
17
日

（木）
ま
で
、

第
３
回
は
12
月
７
日

（水）
ま
で
に
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

講

座
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②
廃
食
用
油
を
利
用
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
石
け
ん
づ
く
り
講
座

▼
日
時
＝
11
月
16
日

（水）
午
前
９
時

30
分
～
正
午
　

▼
定
員
＝
先
着
５
人　

▼
費
用
＝
無
料

③
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

▼
日
時
＝
11
月
25
日

（金）
午
前
10
時

～
正
午
　
▼
定
員
＝
先
着
９
人

※
３
人
程
度
で
共
同
調
理　

▼
費
用
＝
千
円
（
材
料
費
）

申
11
月
１
日

（火）
か
ら
電
話
に
て
環

境
政
策
課
☎

（２３）
８
１
５
３

※
①
は
11
月
７
日

（月）
ま
で
、
②
③

は
11
月
15
日

（火）
ま
で
に
申
し
込
み

郷
土
博
物
館
主
催
講
座

「
と
ち
ぎ
の
狛
犬
め
ぐ
り
」

▼
日
時
＝
12
月
７
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
小
雨
決
行
）

▼
見
学
地
＝
県
内
の
神
社
な
ど

（
詳
細
は
参
加
者
に
後
日
通
知
）

▼
講
師
＝
文
化
財
課
職
員

▼
定
員
＝
先
着
９
人

▼
費
用
＝
５
０
０
円
（
資
料
代
、

保
険
料
）　

▼
持
参
す
る
物
＝
弁

当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

※
石
段
や
山
道
を
歩
き
ま
す
の

で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い

申
電
話
に
て
同
館
☎

（２２）
５
１
１
１

問問合せ　申申込み

催し物などが中止や延期となる可能性があります。

いただくか、担当部署にお問い合わせください。

本
格
餃
子
作
り
講
座

▼
日
時
＝
12
月
12
日

（月）
午
後
２
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
田
沼
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
＝
池
田
淳
さ
ん
（「
手
打

ち
ラ
ー
メ
ン
大
和
屋
」
店
主
）

▼
対
象
＝
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

▼
定
員
＝
先
着
12
人

▼
費
用
＝
５
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
持
参
す
る
物
＝
ま
な
板
、
の
し

棒
、
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

申
11
月
７
日

（月）
午
前
９
時
か
ら
電

話
に
て
同
セ
ン
タ
ー

☎
（６２）
７
８
５
８

人
権
講
演
会

▼
日
時
＝
12
月
４
日

（日）
午
後
１
時

30
分
～
３
時　

▼
会
場
＝
田
沼
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

▼
演
題
＝
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
現
状
と
支
援

　

被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
に
～
や
さ
し
い
心
で
一
隅
を

照
ら
す
～　

▼
講
師
＝
髙
橋
美
清
さ
ん
（
照
諦

山
心
月
院
尋
清
寺
住
職
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
無
料

申
同
セ
ン
タ
ー
☎

（６２）
７
８
５
８

探
し
て
み
よ
う
！

「
化
石
採
集
教
室
」

　

市
内
の
石
灰
石
鉱
山
に
入
っ
て

化
石
探
し
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
23
日（
水
・
祝
）
午

前
９
時
～
正
午
（
荒
天
中
止
）
　

▼
会
場
＝
市
内
石
灰
石
鉱
山
内

（
集
合
は
葛
生
化
石
館
）

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
（
大
人
も

可
）　

▼
定
員
＝
10
人
（
抽
選
）　

▼
費
用
＝
３
０
０
円
（
保
険
代
）

申
11
月
11
日

（金）
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
に
て
同
館

※
複
数
申
し
込
み
は
無
効
。
必
要

事
項
は
必
ず
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
同

館
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い〒
３
２
７
ー
０
５
０
１　

佐
野
市
葛
生
東
１
ー
11
ー
15
　

葛
生
化
石
館
宛
て

問
同
館
☎

（８６）
３
３
３
２

介
護
者
研
修
会

●
知
っ
て
納
得

簡
単
介
護
食
の
料
理
教
室

▼
日
時
＝
11
月
24
日

（木）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
会
場
＝
佐
野
日
本
大
学
短
期
大

学
調
理
実
習
室
（
１
階
）

▼
対
象
＝
介
護
を
し
な
が
ら
簡
単

に
で
き
る
献
立
を
習
い
た
い
方

▼
定
員
＝
先
着
16
人

▼
費
用
＝
１
０
０
円

▼
持
参
す
る
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
上
履
き
、
マ
ス
ク

申
11
月
17
日

（木）
ま
で
に
直
接
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
葛
生
支
所
地
域

支
援
係
☎

（８６）
２
９
４
０

消
費
者
被
害
に
関
す
る
講
座

▼
日
時
＝
11
月
18
日

（金）
午
後
２
時

～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
定
員
＝
先
着
30
人

申
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
佐

野
市
民
病
院
☎

（６２）
８
２
８
１

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

講
座

▼
会
場
＝
①
田
沼
中
央
公
民
館

②
③
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
各
講
座
の
持
ち
物
に
つ
い
て

は
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
確
認
く

だ
さ
い

①
古
傘
を
利
用
し
た
マ
イ
バ
ッ
グ

づ
く
り
講
座

▼
日
時
＝
11
月
８
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

▼
定
員
＝
先
着
５
人　

▼
費
用
＝
無
料
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楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

「
や
さ
し
い
ス
マ
ホ
体
験
教
室
」

　

体
験
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
）
で
「
災
害
伝

言
板
」
体
験
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活

用
し
て
防
災
対
策
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
１
日

（木）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
認
定
講
師

▼
対
象
＝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
初
心

者
の
方　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
無
料

申
11
月
７
日

（月）
か
ら
市
民
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

栃
木
県
外
国
人
お
も
て
な
し

英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
＝
（
入
門
）
12
月
15
日

（木）

（
中
級
）
令
和
５
年
２
月
２
日

（木）

各
日
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
対
象
＝
観
光
関
係
事
業
者
な
ど

申
下
の
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問 True 
Japan 

Tours 

株
式
会

社
☎
０
３（
６
４
３
２
）０
１
９
４

楽
習
講
師
企
画
講
座

▼
費
用
＝
無
料

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

最新の情報は市ホームページをご覧

博物館・美術館の催し博物館・美術館の催し　詳しくは、各館のホームページをご覧ください。

▼休館日（陶芸館を除く）＝毎週月曜日、４日（金）、２４日（木）※展示替えなどのため、次の期間は休館となり

ます。陶芸館：１１月７日（月）～１０日（木）、美術館：１１月１４日（月）～１８日（金）、伝承館：１１月２９日

（火）～３０日（水）、博物館：１１月３０日（水）

人間国宝

田村耕一陶芸館

☎（２２）０３１１

「かけ算」で知る田村耕一の作陶　開催中！　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼期間＝１１月

６日（日）まで　 ▼入館料＝無料　 ●次回企画展「田村耕一と彫刻家田村了一展」　田村耕一

の作品と彫刻家田村了一（子）の作品を展示します。　 ▼期間＝１１月１１日（金）から

吉澤記念美術館

☎（８６）２００８

「コレクションは文化のタイムカプセル」（前期） 　 ▼開館＝午前９時３０分～午後５時　

▼期間＝１１月１３日（日）まで　 ▼入館料＝一般５２０円ほか　 ●次回企画展「コレクショ

ンは文化のタイムカプセル」（後期） 　 ▼期間＝１１月１９日（土）から

葛生伝承館

☎（８４）３３１１

「牧歌舞伎展」　栃木県無形民俗文化財に指定されている牧歌舞伎を取り上げ、地域に伝わ

る文化財を紹介します。　

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼期間＝令和５年１月２２日（日）まで　 ▼入館料＝無料

葛生化石館

☎（８６）３３３２

「歯の進化の話～今も昔も歯が命～」展好評開催中です！　進化を語る上で、歯の形はなく

てはならない、とても重要な要素です。ぜひご覧ください。

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼期間＝１１月２３日（水・祝）まで　 ▼入館料＝無料

郷土博物館

☎（２２）５１１１

第７６回企画展「古代三毳山周辺の生産遺跡と役所・寺院」　 ▼開館＝午前９時～午後５時

▼期間＝１１月２３日（水・祝）まで　 ▼入館料＝一般２２０円ほか

●展示解説＝１１月１３日（日）午後２時～（申し込み不要）

●
明
る
く
元
気
に
な
る
話
し

▼
日
時
＝
11
月
14
日

（月）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館　

▼
講
師
＝
中
島
清
道
さ
ん　

▼
定
員
＝
30
人

●
Ｚ
ｏ
ｏ
ⅿ
ヨ
ー
ガ
セ
ラ
ピ
ー

▼
日
時
＝
11
月
20
日

（日）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
講
師
＝
齋
川
美
佳
さ
ん　

▼
定
員
＝
６
人

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
い
ま
す

●
あ
な
た
の
個
性
と
星
の
話

▼
日
時
＝
11
月
20
日

（日）
午
前
11
時

～
正
午　

▼
会
場
＝
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

（
市
役
所
１
階
）　

▼
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ラ
イ

フ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
協
会　

▼
定
員
＝
10
組

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
生
涯
学

習
課
☎

（２０）
３
１
０
９

s
-
g
a
k
u
s
y
u
@
c
i
t
y
.
s
a
n
o
.

lg.jp

図
書
館
の
催
し

【
佐
野
図
書
館
】

●
防
災
展
示
「
図
書
館
で
防
災
を

学
ぼ
う
！
」

▼
日
時
＝
11
月
23
日
（
水
・
祝
）ま
で

●
こ
ど
も
映
画
会

▼
日
時
＝
11
月
13
日

（日）
午
後
２
時

～
３
時
30
分　

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
※
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　

▼
定
員
＝
30
人
※
要
事
前
申
し
込

み【
田
沼
図
書
館
】

●
図
書
館
ま
つ
り

▼
日
時
＝
12
月
４
日

（日）
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

★
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
あ
り

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

▼
対
象
＝
親
子　

▼
定
員
＝
50
人

※
11
月
18
日

（金）
午
前
９
時
か
ら
整

理
券
配
布
あ
り

【
葛
生
図
書
館
】

●
鉄
道
模
型
運
転
会

～
鉄
道
フ
ァ
ン
集
合
！
～

▼
日
時
＝
11
月
26
日

（土）

①
午
前
10
時
30
分
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
対
象
＝
幼
児
以
上
※
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴　

▼
定
員
＝
各
回
先
着
４
組

※
受
け
付
け
は
11
月
４
日

（金）
か
ら

問
佐
野
図
書
館
☎

（２２）
１
８
３
３

田
沼
図
書
館
☎

（６１）
１
１
３
６

葛
生
図
書
館
☎

（８６）
３
４
１
６

※
各
催
し
の
申
し
込
み
は
電
話
ま

た
は
直
接
各
図
書
館
へ
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地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報
ぴよぴよルームあさぬま・たぬま

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。　 認定こども園呑竜幼稚園 ☎（２７）００５１　

　風の子保育園 ☎（２４）２２３５　大栗保育園 ☎（２０）５２５５　認定こども園あかみ幼稚園 ☎（２５）３６０８

　救世軍佐野保育園 ☎（２２）４０８１　あそぬま城くるみ保育園 ☎（２５）８９００　

子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

▼利用時間＝月～金曜日①午前１０時～正午

②午後１～３時※事前予約制（①②とも各５組）です

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日程・会場・内容＝１７日（木）たぬま保育園「親子

リズム遊び」（要予約・１０組）、２９日（火）ぴよぴよ

ルームあさぬま「ベビーマッサージ」（要予約・５組）

■申込＝１１月１０日（木）までに電話または直接ぴ

よぴよルームあさぬま・たぬまへ

■問合せ＝ぴよぴよルームあさぬま（あさぬま保育

園内） ☎（８５）８２２５、ぴよぴよルームたぬま（た

ぬま保育園内） ☎（６２）７０４１

こどもの国情報

【マチイロ】　二次元バーコードを読み込み、アプリをインストール！

android用iOS 用

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、催し物などが中止や延期となる可能性があります。

最新の情報は市ホームページをご覧いただくか、担当部署にお問い合わせください。

■申込み・問合せ＝健康増進課 ☎（２４）５７７０【子育て情報】　★　★１１月の予定

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※一時預かり保育も受け付けています

○おはなしタイム：８日（火）午前１１時～（要予約）

〇講習会：「スクラップブッキング」

１５日（火）午前１０時３０分～（要予約）

○誕生会：１６日（水）午前１０時３０分～（要予約）

〇親子教室：「クリスマスグッズ作り」

２２日（火）午前１０時３０分～（要予約）

■問合せ＝子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」 

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合は

その翌日）

■問合せ＝こどもの国 ☎（２１）１５１５

児童館情報

▼休館日＝毎週日曜日、第３土曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館 ☎（２３）２５２５、　東児童

館 ☎（２１）１６６８、西児童館 ☎（２５）２４５２、　

田沼児童館 ☎（６２）０８７８

子育て教室

　乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互

交流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼日時＝各館午前１０時３０分から

▼内容＝親子の遊び（手遊びや体操）、工作など

南 ７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）

東 １０日（木）、１７日（木）、２４日（木）

西
（０～１歳向け）ハイハイタイム：１日（火）、８日（火）、１５日（火）

（１～３歳向け）のびのびタイム：４日（金）、１１日（金）、１８日（金）

田
沼

にこにこタイム：７日（月）、２１日（月）、２８日（月）

ドレミルーム：９日（水）

※お子さんおよびご家族の方に発熱、咳などの風邪

症状がないことを確認し、２歳以上の方はマスク着

用をお願いします

こどもの国の消防訓練
　幼年消防隊による啓発と来場者も参加できる避

難訓練、消防車両による放水訓練を行います！　

※緊急時消防車両は出動できない場合があります

▼日時＝１１月８日（火）午前１０時～１１時３０分

歌って遊ぼう教室
　お兄さんデュオと楽しく歌って踊って遊びま

しょう !　 ▼日時＝１１月２０日（日）午後２時～

アートバルーンで遊ぼう教室
　不思議な風船アートバルーンで色々な物を作っ

て遊びましょう !　
▼日時＝１１月２７日（日）午後２時～

※全て無料、小学生対象（保護者同伴で就学前児童

も可）。参加を希望する方は、当日直接こどもの国

にお越しください。事前申し込み不要

教室名など 対象者・対象児など 期日 時間 会場

ママパパ（ファ

ミリー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

妊娠後期以降の方から
１１月２２日（火）

午前９時３０分～１１時

ごろまで（受け付け：９

時２０分～９時３０分）

市民活動スペース

（市役所１階）
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各種相談ガイド　１１月２日（水）～１２月５日（月）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

インターネット上で閲覧できます。
二次元バーコードからアクセス！

スマートフォンで

「広報さの」を

読むことができます

【トチギイーブックス】

相談名 日時 会場 問合せ

【予】育児相談 １１月９日（水）午前９時３０分～１１時３０分 佐野市保健センター

健康増進課

☎（２４）５７７０【予】こころの健康相談

１１月２日（水）午前９時～１１時５０分

１１月１４日（月）午後２時～４時５０分

１１月２２日（火）午後１時３０分～４時２０分

１２月１日（木）午後１時３０分～４時２０分

健康増進課（３階）

消費生活相談
月～金曜日　午前９時～午後４時

※多重債務の相談なども受け付け中

消費生活センター 

（５階市民生活課内）

消費生活センター

☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時

市民生活課（５階）

市民生活課

☎（２０）３０１４

交通事故相談の予約は土日

祝日を除く３日前までに県

民プラザ

☎０２８（６２３）２１８８

外国人相談
月～金曜日　午前８時３０分～午後５時

※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

【予】弁護士無料法律相談

１１月８日（火）午後１時３０分～４時

※予約受け付けは１１月１日（火）午前９時～
万葉の里城山記念館

１１月１５日（火）午後１時３０分～４時

※予約受け付けは１１月１日（火）午前９時～
田沼中央公民館

【予】交通事故相談・宅地

建物相談

１１月１１日（金）午後１時３０分～４時

※予約は土・日曜・祝日を除く３日前まで
市民生活課（５階）

【予】行政書士による相続

等相談

１１月１８日（金）午後１時３０分～４時

※予約は土・日曜・祝日を除く３日前まで
市民生活課（５階）

行政相談
１１月１１日（金）午後１時３０分～４時 市民生活課（５階）

１１月１６日（水）午後１時３０分～４時 田沼中央公民館

教育相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
教育センター

教育センター

☎（２０）３０４８教育相談会 １１月２８日（月）午前８時３０分～午後５時

青少年の悩みごと相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
少年指導センター

（３階生涯学習課内）

少年指導センター

☎（２０）３０６１

児童福祉・女性相談・母

子父子家庭、寡婦の相談
月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談課（２階）

家庭児童相談課

☎（２０）３００２　

【予】女性の再就職相談会
１１月１８日（金）午前１０時～正午

※当日も相談を受け付けます
こどもの国

人権・男女共同参画課

☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン

セリング相談

１１月１０日・１７日・１２月１日の木曜日

午前１０時～１１時５０分

※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施 男女共同参画推進センター

（パレットプラザさの）

※田沼行政センター２階
女性相談 １１月２４日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
１１月１７日（木）午後１時３０分～４時 

※受け付けは午後３時まで

困りごと・人権相談

（特設人権相談）

１２月５日（月）午後１時３０分～４時 

※受け付けは午後３時まで
６０３会議室（６階）

隣保館定例相談 

（弁護士無料法律相談）

１１月２２日（火）午後１時３０分～３時３０分

※受け付けは午後１時～２時
隣保館

隣保館

☎（２２）７５１３★その他、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など　

の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

障がいのある方の相談

とちのみおたすけコール

平日午前８時３０分～午後５時３０分 ☎（２４）５７５９

上記時間以外の緊急の相談 ☎０８０（４０７３）５７９９※２４時間対応

障がい者相談支援センター

みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の

相談支援
月～金曜日　午前９時～午後６時 相談支援事業所さの

相談支援事業所さの

☎（２１）６８１１

【予】精神保健福祉相談
月～金曜日　午前８時３０分～（保健師）

１１月１８日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター

（足利市）
安足健康福祉センター

☎０２８４（４１）５８９５

【予】難病に関する相談・

支援

月～金曜日

午前１０時～正午、午後１時～４時

とちぎ難病相談支援セン

ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター

☎０２８（６２３）６１１３

【予】ひきこもり相談

（ポラリス☆とちぎ出張相

談）

１１月１１日（金）午前１０時～午後４時

１１月１５日（火）午前１０時～午後４時

１２月２日（金）午前１０時～午後４時

障がい福祉課（２階）
障がい福祉課　

☎（２０）３０２５　
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本紙の本文は、見やすいユニバー

サルデザインフォントを採用して

います。

●出生　   ５５人　●死亡 １３６人

●転入 ２８５人　●転出 ２７３人

人口の動き（９月分）

●人口 １１５，３９０人（－６９）

　　男　 ５７，３０３人（－４３）　

　　女　 ５８，０８７人（－２６）

●世帯　 ５２，６２６戸（＋１４）

（　）は前月比

人口と世帯数（１０月１日現在）

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

●石塚小学校６年

好きなことを生かした将来の夢

　私は、雑貨デザイナーになるのが夢です。物心ついたころから、絵やアクセサリーに関する仕事に就き

たいと思っていました。その中でもデザイナーという職業に憧れをもちました。学校の図工の時間に、粘

土で作品を作りました。その作品に対して、友達がたくさんほめてくれました。私は、それがとてもうれ

しく、「作る」という意識が高まりました。将来、ものづくりの力を生かして雑貨をデザインし、たくさ

んの人に笑顔をとどけたいです。


